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研究成果の概要（和文）：本研究では国際教育における大都市と地方の格差に着目し、大学等と協働して留学生の受入
れや就職・起業支援に取組む自治体や、地域間格差是正策を行う国の内、福岡県、広島県、韓国、オーストラリアを取
り上げ、取組みや政策を横断的に比較するとともに、それらの取組みが留学生や地域社会に与えた影響を分析し、10本
の論文（内6本が査読付き）、16件の学会発表（内、国際会議1件）、3つの図書を発表した。また、科研報告書（104頁
）を作成、配布し、下記のURLで公開した。
http://www.ryu.titech.ac.jp/~yusato/科研報告書留学生受入れによる地域活性化と社会統合2.pdf

研究成果の概要（英文）：When compared to metropolitan cities, regional cities have several disadvantages 
in trying to attract international students. They all face common phenomena including an aging 
population, a smaller number of companies and less employment opportunities. Many international students 
prefer to study in a metropolitan city, seeking a more exciting environment and better employment and 
part-time job opportunities. Several municipalities have started working with local universities and 
companies to attract and support international students to revitalize and internationalize the regions.
In this research, these efforts and policies in Fukuoka and Hiroshima prefectures in Japan, the 
Australian State of South Australia (SA) and Daegu city in Korea were compared and social changes were 
analyzed.

研究分野：留学生政策、教育の国際化、高度人材、地域開発
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１．研究開始当初の背景 
地方は大都市圏に比べ、人口の高齢化、企
業誘致や雇用確保の困難さなどの課題を抱
えており、留学生獲得においても、学生が大
都会に惹きつけられる、アルバイト先や就職
先が少ないなど、不利な立場に置かれている
ことが多い。他方、物価の安さ、地域文化、
豊かな自然、行政・教育機関・産業界が一体
となった支援など、地方ならではのメリット
も数多く存在する。留学生増加はプラスの経
済的、社会的効果をもたらすことが知られて
おり、自治体の中には、地域振興策の一環と
して、大学等と協働して留学生の受入れや支
援に取組む事例が見られる。 
 
２．研究の目的 
本研究では「留学生受入れによる地域活性
化」を目指した取組みを行っている国内（福
岡、広島等）及びオーストラリア、韓国の地
方自治体において、各々の取組みの特徴と社
会的背景を比較すると共に、自治体・企業等
の支援により行われる「留学生の地域社会へ
の統合促進活動」（地元企業や住民との交流
等）が留学生の意識や進路選択に及ぼす影響
と、留学先の自治体に定着（就職・起業）し
た留学生が地域や雇用先企業にもたらす社
会的変化に焦点を当て、留学生の社会統合の
課題と必要な支援について明らかにするこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、まず、対象国／地域の政府、
自治体、大学及び留学生の就職支援を行う関
係団体の担当者に聞取り調査を行い、また、
関連の政策文書や統計を分析し、各地域で実
施されている取り組みや政策の概要とその
背景を把握した。 
次に、対象地域に定着（就職・起業）した
元留学生への面接調査を実施し、当該地域で
就職した理由、現在の雇用環境や生活環境、
直面する課題、将来の計画等について、把握
した。 
さらに、雇用先企業や地域住民への聞取り
調査を実施し、元留学生がどのように組織に
貢献し、周辺住民に受け止められているのか、
また、どのような支援が行われているのかを
把握した。 
最後に、上記の調査結果を踏まえ、留学生
受入れ・定着による地域活性化／社会統合の
取組み、企業／地域社会にもたらされた変化
と課題、留学生の意識の変化、必要な政策や
措置を、社会・経済条件を踏まえた上で横断
的に分析した。 
 
４．研究成果 
大学等と協働して留学生の受入れや就
職・起業支援に取組む自治体や地域間格差是
正策を行う内、福岡県、広島県、韓国、オー
ストラリアを取り上げ、取組みや政策内容を
横断的に比較するとともに、それらの取組み

や政策が、留学生や地域社会に与えた影響と
課題を分析し、研究分担者と共に 10 本の論
文（内、6 本が査読付き）、16 件の学会発表
（内、国際会議1件）、3つの図書を発表した。
また、科研報告書（104 頁）を作成、配布し、
下記の URL でも公開した。 
http://www.ryu.titech.ac.jp/~yusato/
科研報告書留学生受入れによる地域活性化
と社会統合 2.pdf 
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